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出
動
準
備
完
了

　

幼
年
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
が
防
火
服
を
着

用
し
て
、
消
防
士
に
な
り
き
り

ま
し
た
。
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NAGASHIMA  Photo Contest

　

長
島
町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
を
図
る
た
め
、
本
町
の
風
景
や
歴
史
、
文

化
、
イ
ベ
ン
ト
等
お
よ
び
ツ
ル
の
北
帰
行
を
題
材
に
し
た
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
10

日
ま
で
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
会
を
３
月
18
日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、
一
般
部
門
に
２
７
１
点
、
ツ
ル
の
北
帰
行
部
門
に
65
点
、
総

数
３
３
６
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
各
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作

品
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
２
作
品
、
入
選
10
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
部
門
に
は
、
本
町
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、
産
業
な
ど
が
お

さ
め
ら
れ
た
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
棚
田
や
船
、
灯
台
と
海
や
夕
日
な
ど
に
よ
り

ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
プ
リ
ン
ト
に
仕
上
げ
ら
れ
た
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
に
は
、
本
町
の
取
り
組
み
や
産
業
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
一
場
面
を
と
ら
え
た
も
の
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

［グランプリ］
夕照棚田　　丁　　政彦（出水市）

［準グランプリ］
静寂な夕景　　田中　安秀（南さつま市）

［準グランプリ］
パレード　　宮田カツ子（出水市）

長
島
を
い
い
と
こ
撮
り

人
・
自
然
、
ツ
ル
の
北
帰
行

一般部門 入賞作品

NAGASHIMA  Photo Contest
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NAGASHIMA  Photo Contest

［入選］
イケス模様　重留　秋三（日置市）

［入選］
御八日踊り　諏訪園　保（鹿児島市）

［入選］
木洩日の坂は花いっぱい　木之元俊久（薩摩川内市）

［入選］
ジャガイモの収穫　大山　司朗（さつま町）［入選］

遠足　小川　重成（出水市）

［入選］
朝日に輝く海　髙吉　宣良（鹿児島市）

［入選］
伊唐大橋　丁　　政彦（出水市）

［入選］
春の訪れ　都甲　信久（肝付町）

［入選］
まるで本物　肥後　宏之（鹿児島市）

［入選］
盛況お魚祭り　中川　義昭（鹿児島市）

　　　　一般部門 入賞作品

人・自然、ツルの北帰行

長島をいいとこ撮り
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NAGASHIMA  Photo Contest

　

ツ
ル
の
北
帰
行
部
門
に
は
、
行

人
岳
な
ど
か
ら
ツ
ル
の
北
帰
行
を

撮
影
し
た
作
品
と
、
北
帰
行
を
待

ち
望
む
人
々
を
切
り
取
っ
た
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ル
の
北
帰
行
は
毎
日
見
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
何

日
も
通
い
つ
め
た
人
だ
け
が
味
わ

え
る
感
動
の
瞬
間
で
す
。
そ
の
た

め
、
応
募
さ
れ
た
作
品
に
も
カ
メ

ラ
マ
ン
た
ち
の
苦
労
が
写
し
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
ツ
ル
が
ク
ッ
キ
リ
と

浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
作
品
、
風

景
と
ツ
ル
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
作

品
な
ど
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

［グランプリ］
さあ、行こう故郷へ　　米元　茂雄（薩摩川内市）

［準グランプリ］
群れの北帰行　　小川　重成（出水市）

［準グランプリ］
ツルと風車　　森　浩一郎（鹿児島市）

ツルの北帰行部門

NAGASHIMA  Photo Contest

入賞作品

人・自然、ツルの北帰行

長島をいいとこ撮り
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NAGASHIMA  Photo Contest

　

入
賞
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
活
用
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
で
展
示
し
て
い

く
こ
と
で
、
長
島
町
の
Ｐ
Ｒ
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

［入選］
いい日・旅立ちⅠ　小牟田文江（薩摩川内市）

［入選］
さようならを背に受けて　小牟田昌敏（薩摩川内市）

［入選］
海上通過　中岡　照満（長島町蔵之元）

［入選］
行人岳のカメラマン達　木之元俊久（薩摩川内市）

［入選］
低空旋回　高瀬　重信（福岡県）

［入選］
待ち侘びる人々　野元　英世（阿久根市）

［入選］
北に向かって　原口　哲彌（長島町小坂）

［入選］
別れの旋回　福浦　重松（阿久根市）

［入選］
帰りなんシベリアへ②　山﨑　友喜（長島町母良木）

［入選］
雄姿　森　浩一郎（鹿児島市）

ツルの北帰行部門 入賞作品

人・自然、ツルの北帰行

長島をいいとこ撮り
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行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
義
務
的
経
費

家
計
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
の

よ
う
に
、地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
う
ち
、

そ
の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
任

意
に
削
減
す
る
こ
と
が
難
し
い
経
費

り
込
ま
な
か
っ
た
事
業
や
政
策
的
な

判
断
が
必
要
と
な
る
事
業
な
ど
は
、

新
た
な
首
長
の
判
断
を
仰
ぎ
、
い
わ

ゆ
る
「
肉
付
け
予
算
」
と
し
て
、
今

後
、
補
正
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
３
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
開

か
れ
、
４
月
に
控
え
る
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
の
た
め
骨
格
予
算
と
し

た
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
や
、

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
21
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
億
８
５

１
４
万
７
０
０
０
円
追
加
、
総
額
１

１
０
億
８
９
９
０
万
５
０
０
０
円
）

な
ど
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
当
初
予
算

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
は
総

額
65
億
１
６
９
８
万
５
０
０
０
円
で

す
。４
月
18
日
に
執
行
さ
れ
る
町
長
・

町
議
会
議
員
選
挙
の
た
め
、
骨
格
予

算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

骨
格
予
算
と
は
、
首
長
や
議
員
の

選
挙
時
期
な
ど
の
関
係
か
ら
、
政
策

的
経
費
の
予
算
計
上
を
避
け
、
人
件

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
な
ど
必
要
最

小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
当
初
予
算
に
盛

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
『
骨
格
予
算
』

総務課
旧東町役場庁舎の解体、用地整備 23,000
企画財政課
浦底コミュニティセンターの改修 654
町民福祉課
平尾老人憩いの家の屋根改修 7,060
保健衛生課
火葬場炉の改修 1,673
水産商工課
東泉望駐車場の法面を石積み改修 3,000
事業推進課
ぐるっとフラワーロード事業 20,000
総合管理課
ぐるっとフラワーロード事業 10,000
診療所
鷹巣診療所の屋根防水工事 3,170
農林課
シロップ工場の冷凍庫扉修繕 4,253
畑作農産加工センターコンテナ枠更新 5,186
ポテトハウス望洋（道の駅）の売店増築工事 5,000
農林課
林道の整備、支障木の切除 10,000
耕地課
農道、農道橋、農業用施設の改修整備 61,000
建設課
町道、橋梁の補修 76,000
水道課
水道管の敷設替、水道施設の整備 39,120
漁業集落排水施設の整備、修理 3,420
長生園
長生園のボイラー熱交換器取替、エアコン設置 4,590
社会教育課
文化ホールの空調改修 1,418
総合町民体育館の屋上防水工事 3,960
町民プールの小プール改修 2,643

海岸に漂着したゴミの回収、不法投棄防止の周知啓発 36,400
火葬場施設の管理費 9,208
家庭ごみ収集運搬経費 130,420
し尿処理経費 50,501
出産育児一時金の支給 16,800
居宅介護住宅改修費（要介護１以上） 4,140
介護予防住宅改修費（要支援１・２） 2,700
高齢者紙おむつ支給（要介護４・５） 1,680
水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 1,174
赤潮被害等の利子補給 17,117
キャンプ場の管理費 1,937
温泉センター（２施設）の管理費 26,863
水産種苗センターの管理費 23,934
事業推進課
ぐるっとフラワーロード事業 1,230
水道課
旧東町地域における浄化槽設置者に対する補助 19,490
汐見の集落排水施設の管理費（特別会計） 3,798
幣串の集落排水施設の管理費（特別会計） 5,866
旧長島町地域の浄化槽設置事業（特別会計） 45,894
長生園
長生園の管理費 43,668
農林課
農業制度資金の利子補給 3,905
農産加工場の運営費 7,469
認定農業者の担い手育成対策 600
イノシシ等捕獲補助 3,960
有害鳥獣の生息状況調査、捕獲技術指導の実践 5,233
耕地課
伊唐大橋航路標識・航空障害灯点検委託 1,373
農地・水・農村環境保全向上活動負担金

（矢堂、田尻、唐隈、蔵之元、汐見） 1,330

建設課
町道台帳整備委託 5,000
町道の維持補修工事 2,000
港湾施設使用料徴収委託、トイレ管理委託 1,277
公営、町営住宅の維持補修 2,440
諸浦港可動橋の管理（特別会計） 3,001
教育委員会総務課
教職員住宅の修繕 2,765
獅子島スクールバスの管理 3,095
遠距離通学児童・生徒への補助 2,879
私立幼稚園の保育料補助 10,622
私立幼稚園と公立幼稚園との格差解消のための保育料
の一部補助 1,426

学校教育課
スクールガード・リーダーの配置 624
英語指導助手の配置 10,210
社会教育課
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級の委託 2,490
図書館の図書購入 1,000
劇団四季公演、中国雑技団公演等の委託 4,931
自治公民館対抗スポーツ大会の運営委託 700

総務課
行政連絡員組織の運営 14,761
防災行政無線の管理費 11,388
役場庁舎の省エネ改修 49,100
防犯灯の設置 2,678
カーブミラー、ガードレールの整備 1,900
町長・町議会議員選挙費 9,978
参議院議員選挙費 13,187
県議会議員選挙準備費 2,930
消防団活動・運営の経費 45,760
消防団施設・消防車両の維持管理費 6,026
災害対策費 2,292
企画財政課
巡回バス運行補助 17,050
乗合タクシー運行補助 840
韓国吉祥面との国際交流事業 1,980
風力発電施設の管理費 5,421
各種統計調査費 5,645
税務課
地籍情報システムの委託 8,729
町民福祉課
民生委員の活動費 4,540
社会福祉協議会の運営費 9,440
在宅介護支援センター２施設の管理費 6,049
老人給食サービス事業 5,824
敬老祝金の支給 4,183
老人クラブの助成 1,927
シルバー人材センター運営費 1,930
子宝お祝い金の支給 4,510
ひとり親家庭への医療費助成 4,352
児童手当の支給 94,195
乳幼児の医療費助成 15,068
家庭児童相談の費用 1,439
保育所の運営補助

（うち保育料の一部補助　48,186） 388,476

延長保育、育児相談等の費用 27,151
放課後学童保育運営補助 3,280
母子家庭への児童扶養手当給付 40,303
母子家庭への高等技能訓練の促進 2,572
母子家庭等の生活支援施設入所支援 2,114
子ども手当の支給 57,252
へき地保育所の運営費 8,197
災害見舞金 500
保健衛生課
後期高齢者のはり・灸・人間ドック助成 605
乳児・妊婦の検診委託 8,176
エンジェル支援事業補助 400
乳幼児から老人までの予防接種 13,031
結核予防のためのレントゲン健診や BCG 接種 2,273
がん検診等の委託 16,167
女性特有のがん検診の推進 1,468
水俣病の相談窓口設置 2,163
メチル水銀の曝露を受けた被害者等のリハビリ、デイ
サービスの実施 31,986

（単位：千円）

（単位：千円）

平成 21 年度一般会計予算には

『地域活性化・きめ細かな臨時

交付金事業』を盛り込む

長島町議会
定例会

平成 22 年度当初予算の主な事業

平成 21 年度補正予算の主な事業

↓
鷹
巣
診
療
所
の
屋
根

　

を
防
水
工
事

↓
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
洋

　

の
売
店
を
増
築

↓
老
朽
化
し
た
旧
東
町

　

役
場
の
庁
舎
を
解
体

↓
保
育
園
、
幼
稚
園
の

　

運
営
、
保
育
料
補
助

↓
新
設
さ
れ
た
子
ど
も

　

手
当
の
支
給

↓
石
積
み
と
花
で
彩
る

　

ま
ち
づ
く
り
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国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療
所
で
は
３
月
９

日
、
最
新
鋭
の
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

稼
働
か
ら
約
10
年
経
過
し
て
い
た
従
来
の

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
装
置
よ
り
も
高
精
細
に
、
よ

り
短
時
間
に
、
よ
り
広
範
囲
の
撮
影
が
行
え

る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
と
は
、
多
列
の
検

出
器
を
要
し
、
こ
れ
ま
で
１
回
転
１
枚
撮
影

だ
っ
た
も
の
が
、
1
回
転
あ
た
り
最
大
64
枚

撮
影
し
、
微
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
横
断
層
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
画
像

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
３
Ｄ
画
像
を
表
示
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
骨
折
部
位
や
血
管
系
病

変
な
ど
の
情
報
を
３
Ｄ
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
肺
検
査
で
は
約
30
秒
の
息
止
め

を
３
～
５
秒
程
度
に
短
縮
し
て
検
査
を
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　修了前の児童を養育している人）は、そのまま

　子ども手当の支給対象になりますので、特に申

　請する必要はありません。

②平成 22 年 4 月 1 日現在で中学校 2 年生、3 年

　生になる子ども（平成 7 年 4 月 2 日生まれ～

　平成 9 年 4 月 1 日生まれ）を養育されている

　人は、新たに申請が必要です。対象になると思

　われる人には、4 月下旬ごろ、役場町民福祉課

　から申請のご案内を送付する予定です。※経

　過措置により平成 22 年 9 月 30 日までに申請

　があった場合は、4 月分から支給されます。申

　請は町民福祉課・総合管理課で受け付けます。

その他

　公務員は、勤務先からの支給となりますので、

勤務先へお問い合わせください。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課

　☎（86）1111　内線 1112

　現在支給されている児童手当が充実され、4 月

から「子ども手当」が支給されます。

　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健や

かな育ちを支援するために、中学校までの子ども

を養育されている人に、月額１万３０００円を支

給するものです。

支給の対象

　中学生まで（15 歳の誕生日以降の最初の３月

31 日まで）の子どもを養育されている人。

　※所得制限はありません。

支給金額

　対象となる子ども１人につき、月額１万３００

０円（支給月は 2 月、6 月、10 月で、それぞれ

前月分までの手当が支給されます）。

支給の申請

①平成 22 年 3 月 31 日現在、長島町に住所があ

　る人で、児童手当を受給されている人（小学校

63 歳・川床上

阿多靖直（農業協同組合推薦）

68 歳・小浜64 歳・川床上

福嵜勝行（土地改良区推薦）

46 歳・菅牟田

市尾水代（議会推薦）

55 歳・蔵之元

脇田恵子（議会推薦）

濵畑順一（農業共済組合推薦）

農
業
委
員
会
委
員
５
人
を
選
任

　

町
長
が
長
島
町
農
業
委
員
会
委
員
５
人
を
選
任
（
※
）
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
３
月
25
日
に
農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
山
口

正
成
氏
、
会
長
代
理
に
田
淵
健
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
町
長
が
選
任
し
た

委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

・
農
地
法
に
も
と
づ
く
許
認
可

・
遊
休
農
地
の
解
消

・
農
地
基
本
台
帳
に
よ
る
情
報
等
の

　

一
元
管
理

②
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の
利

　
用
集
積
、
経
営
改
善
の
支
援

・
農
地
の
利
用
調
整
、
あ
っ
せ
ん
を

　

行
い
ま
す
。

③
農
業
者
の
声
を
積
み
上
げ
た
意

　
見
の
公
表
、
行
政
へ
の
建
議
、

　
諮
問
答
申

・
認
定
農
業
者
や
営
農
組
織
な
ど
と

　

意
見
を
交
換
し
、
行
政
へ
建
議
等

④
地
域
の
世
話
役
、
農
家
の
相
談

　
相
手

・
後
継
者
育
成
や
資
金
、
税
金
、
農

　

地
の
売
買
・
貸
借
な
ど
の
相
談

⑤
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
定

　
着

・
農
業
者
年
金
の
周
知
徹
底
や
加
入

　

促
進

⑥
農
業
・
農
業
者
に
関
す
る
情
報

　
提
供

・
全
国
農
業
新
聞
、
全
国
農
業
図
書
、

　

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

農
業
委
員
会
は
こ
ん
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す

農地転用とは？
　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農
地に区画形質の変更を加えて住宅や工場、道路、山林な
どの用地に転換することをいいます。

無断転用には厳しい罰則
　許可を受けないで農地の転用をした場合
は、農地法に違反することとなり、農地等の
権利取得の効力が生じないだけでなく、県知
事は工事の中止、現状回復などを命じること
ができます。

　無断転用した人は、3 年以下の懲役または
300 万円以下の罰金に処されます。また、現
状回復命令に違反した人は、6 カ月以下の懲
役または 30 万円以下の罰金となります。

※
選
任
に
よ
る
委
員

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

で
、
町
長
は
選
挙
に
よ
る
委
員
の
ほ

か
に
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済

組
合
、
土
地
改
良
区
が
そ
れ
ぞ
れ
推

薦
し
た
人
と
、
議
会
が
推
薦
し
た
学

識
経
験
者
を
委
員
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中学 2・3 年生は申請が必要です
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軽減を受けるには申請が必要です。
詳しい制度の説明は、役場へお尋ねください。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課国民健康保険係　☎（86）1111　内線 1102

　長島町地域包括支援センターは、介護保険法の改正により平成 18 年４月から長島町役場
１階に開設しています。
　地域で生活する高齢者や家族を、介護、福祉、健康、医療などさまざまな面から総合的に
支えるため相談を受け付けています。

離職の翌日から翌年度末までの期間において、

　①雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）

　②雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）

として失業等給付を受ける人です。

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。

軽減は、前年の給与所得をその 30/100 とみなして行います。

　※具体的な軽減額などは、お問い合わせください。

離職の翌日から翌年度末までの期間です。

　※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。

　※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりま

　　すが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終

　　了します。

制度が始まる前１年以内（平成 21 年３月 31 日以降）に離職された人は、

平成 22 年度に限り国民健康保険税が軽減されます。

　※ただし、平成 21 年度の保険税は対象となりません。

　長島町地域包括支援センターでは、65 歳以上の高齢者を対象と
した介護予防のための「元気はつらつ運動教室」を実施しました。
　この教室は、健康運動指導士による転倒予防のためのバランスや
筋力向上のための運動を中心に、歯科衛生士、管理栄養士、医師に
よる講話を交えながら約４カ月間の全 16 回実施。一人ひとりの体
の状態に合わせて、自宅でも簡単にできるような、椅子やタオル等
を使用して運動を行いました。
　教室終了後の測定では、ほぼ全員に運動機能向上の効果が見られ、
教室後半は「歩き方がかっこよくなった」「昨年は足が痛くて畑に
も行きえんかったて、今年は 3 日続けて行きえた。調子がよかっぞ」
などと喜ばれていました。

地域包括支援センターでは、こんな仕事をしています
長島町地域包括支援センターをご存知ですか？

◎問い合わせ先
　長島町地域包括センター　☎（86）1111　内線 1163

平
成
22
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

元気はつらつ運動教室　Ａさんの事前・事後 身体機能評価記録表　実施期間 平成 21 年 11 月 4 日～平成 22 年 3 月 10 日

◆出席回数　16 回中 15 回 事前評価 事後評価

評価項目 平成 21 年 11 月 4 日 レベル 平成 22 年 3 月 10 日 レベル

① 握力（筋力） 34 ｋｇ 4 ⇒ 37 ｋｇ 5

② 開眼片足立ち（バランス能力） 120 秒 5 ⇒ 120 秒 5

③ 長座位体前屈（柔軟性） 36cm 3 ⇒ 46cm 4

④ ファンクショナルリーチ（動的バランス能力） 34cm 3 ⇒ 35cm 3

⑤ TimedUp ＆ Go テスト（移動能力） 5.9 秒 3 ⇒ 4.8 秒 5

⑥ 最大歩行時間５ｍ（移動能力） 2.6 秒 3 ⇒ 2.1 秒 5
ある参加者の運動教室前・運動教室後のデータです。各項目で運動機能が向上しているのが目に見えて分かります。
※年齢・性別等により評価レベルは異なります。

　介護予防のための「元気はつらつ運動教室」に、参加してみたい人や興味のある人は
長島町地域包括支援センターへお問い合わせください。

　要支援１・２と認定された人が自宅で自立した生
活が送れるよう支援します。
　また、特定健康診査等でチェックリストを行った
人の中で今後の機能低下の恐れのある人や高齢者全
般の健康づくりの支援を行います。

　介護、保健、福祉、医療、生活に関する相談を受
け付けています。何でもご相談ください。

　地域のケアマネージャーの支援・指導を行ってい
ます。

　お金の管理や契約・虐待から高齢者、ご家族の権
利を守ります。

介護予防のための運動教室盛況に終了

体力レベルチャート

0

1

2

3

4

5
握力

開眼片足立ち

長座位体前屈

ファンクショナルリーチ

TimedUp＆Goテスト

最大歩行時間５ｍ

運動前

運動後

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定
受
給
資
格
者
） 

や

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ
れ
た
人
は
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※公表の承諾を得た人を掲載。かごしま応援寄附金として鹿児島県に寄附された人は、
氏名等の公表の承諾を得られていないため、掲載していません。

●平成 21 年度中に長島町へ直接寄附された皆さん （受付順）

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ
い

て『
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
寄
附
条
例
』

を
施
行
し
、
寄
附
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

本
町
出
身
者
ら
１
０
１
人
か
ら
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼

と
し
て
本
町
の
特
産
品
を
お
届
け
し
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
22
年
度
も
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま

す
。
長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
ま

た
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、こ
の
制
度
を
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●寄附金等の収入額
　①県協議会（かごしま応援寄附金）からの交付金　　　237,078 円
　②夢追いふるさと長島景観寄附条例に基づく寄附金　 2,840,000 円
●寄附金等の活用方法
　平成 21年度
　①夢追いふるさと長島景観基金　　                                 1,873,000 円
　②ぐるっと一周フラワーロード事業　　　　    　　   　 159,078 円
　平成 22年度
　①活性化に関する事業　　　　 　　　         　　　 1,045,000 円
　　新幹線全線開通関連イベント
　　奨学金や図書購入などの教育費　等

花と石積みで彩られた花壇

役
場
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。（　

）
は
旧
職
で
す
。

〈
課
長
級
〉

学
校
教
育
課
長

（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
）

田
淵　
　

修

〈
課
長
補
佐
級
〉

水
道
課
技
術
補
佐
兼
水
道
第
一
係
長

（
水
道
課
技
術
補
佐
兼
水
道
第
二
係
長
）

小
城　

久
義

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活
相

談
員
兼
副
園
長

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
副
園
長
）

前　
　

香
二

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
鷹
巣
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
係
長

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
指
江
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

児
玉　

新
一

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
（
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
）

神
田　
　

圭

保
健
衛
生
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長
兼

管
理
係
長

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
体
育
第
一

係
長
）

有
馬　

秀
二

水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
二
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
三
係
長
）

山
口　

敦
子

水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
三
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
五
係
長
）

久
保　
　

修

教
育
総
務
課
主
幹
兼
教
育
総
務
第
一
係

長
兼
指
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

（
教
育
総
務
課
主
幹
兼
鷹
巣
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
係
長
）

竹
本　

浩
憲

〈
係
長
級
〉

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長

（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
第
二
係
長
）

脇
田　

高
洋

企
画
財
政
課
主
任

（
鹿
児
島
県
派
遣
）

米
尾　

定
固

農
林
課
主
任
（
税
務
課
主
任
）

児
島　

忠
光

〈
係
員
〉

鹿
児
島
県
派
遣
（
建
設
課
主
事
）

豊
田　

宏
光

社
会
教
育
課
主
事
補

（
農
林
課
主
事
補
）

丸
橋　

雄
太

税
務
課
主
事
補

	

　

植
元　

勇
作

建
設
課
技
師

	

山
下　

文
洋

税務課
植元　勇作（29）

建設課
山下　文洋（29）

　

こ
の
度
、
長
島
町
職
員
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
植
元
勇
作
と
申
し

ま
す
。

　

職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
強
く
持

ち
、
皆
さ
ま
の
生
活
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
日
々
精
進
し
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
職
員
に
な
り
ま
し
た
、
山
下
文

洋
で
す
。

　

14
年
ぶ
り
に
長
島
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
長
島
町
民
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

長島町役場に２人が新規採用され、４月１日からそれぞれの部署で頑張っています。
そこでニューフェースの意気込みを紹介します。

役場の新人職員を紹介

大阪府 竹田　久信さん
北海道 中村　　恵さん
熊本県 吉永　一郎さん
埼玉県 外山　英隆さん
千葉県 堤田　正和さん
千葉県 江口　　實さん

鹿児島県 石塚　政文さん
千葉県 川添　　努さん
福岡県 有川　善俊さん
京都府 本村　俊二さん
東京都 五戸　敦子さん
京都府 川畑　清勝さん

鹿児島県 上　　　茂さん
鹿児島県 坂元　成寿さん

千葉県 白石　　求さん
大阪府 福嵜　健雄さん
兵庫県 東中川律枝さん

鹿児島県 石橋　忠信さん
埼玉県 磯本　英之さん

鹿児島県 川端　幹雄さん
兵庫県 阿比留良治さん

鹿児島県 石塚　政揮さん
大阪府 柏木　隆吉さん
広島県 杉原　輝男さん
大阪府 山上　　静さん
熊本県 江越　征記さん
東京都 児島　安夫さん
福岡県 牧　　　務さん

鹿児島県 山崎　信江さん
鹿児島県 山本　福世さん

岐阜県 浜崎　国治さん
埼玉県 増田　光志さん
山口県 上　　周史さん
東京都 大江　幾代さん
東京都 大堂　美香さん
東京都 長屋　昌宏さん
東京都 長屋　宏之さん
東京都 遠藤　宏子さん

鹿児島県 大畑　壽夫さん
鹿児島県 寿福　　誠さん

兵庫県 福本三枝子さん
兵庫県 福本　倫子さん

神奈川県 兒嶋　　繁さん
神奈川県 大戸　敏勝さん

東京都 中村　義友さん
東京都 福永不動産さん

神奈川県 野添　　徹さん
千葉県 白石　冨雄さん

神奈川県 山上　信弘さん
神奈川県 崎迫美喜雄さん

山梨県 中村　　満さん
神奈川県 折口　幸満さん

東京都 道添　國照さん
茨城県 池田　玉子さん
群馬県 田島　昭美さん
東京都 堀野　久子さん
埼玉県 江口　政文さん

千葉県 若田ナヲエさん
茨城県 池田　長治さん
東京都 一條　卓江さん
長崎県 尾下　久夫さん

鹿児島県 坂上　法子さん
鹿児島県 坂上　キミさん

東京都 児島　安喜さん
東京都 金磯　善博さん
千葉県 坪久田　譲さん
千葉県 坪久田シゲ子さん

鹿児島県 濵田　豊和さん
宮崎県 田中　一郎さん
東京都 濵﨑　輝治さん

鹿児島県 豊田　紀男さん
神奈川県 石元　　博さん
鹿児島県 石橋　道子さん
鹿児島県 坂元ハルヨさん
鹿児島県 大川　保成さん
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３
月

３
日　
　
　

北
薩
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会

（
薩
摩
川
内
市
）

10
～
19
日　

長
島
町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
及
び
九
州

　
　
　
　
　

西
岸
軸
構
想
推
進
講
演
会
（
長
崎
県
）

16
日　
　
　

中
学
校
卒
業
式
（
町
内
）

18
日　
　
　

鷹
巣
幼
稚
園
卒
園
式
（
鷹
巣
幼
稚
園
）

　
　
　
　
　

長
島
町
農
村
環
境
計
画
策
定
検
討
委
員
会

（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

豆
類
・
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
販
売
対
策

　
　
　
　
　

会
議
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

19
日　
　
　

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

長
島
町
水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

23
日　
　
　

１
０
０
歳
誕
生
祝
い
（
桃
源
郷
）

　
　
　
　
　

三
船
漁
港
竣
工
式
（
三
船
）

　
　
　
　
　

県
信
用
保
証
協
会
会
議
（
鹿
児
島
市
）

24
日　
　
　

小
学
校
卒
業
式
（
町
内
）

25
日　
　
　

御
所
ノ
浦
港
湾
等
竣
工
式
（
御
所
ノ
浦
）

　
　
　
　
　

県
土
地
改
良
団
体
連
合
会
総
会（

鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

県
地
域
振
興
公
社
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　

町
村
関
係
各
種
団
体
総
会
（
鹿
児
島
市
）

29
日　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会（
長
島
町
役
場
）

30
日　
　
　

長
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

（
長
島
町
役
場
）

季
節
と
暮
ら
す
３
６
５
日

日
本
気
象
協
会  

編

嫁
に
や
り
嫁
を
迎
へ
て
初
雛ひ

い
な

　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

観
潮
の
橋
よ
り
落
す
感
嘆
詞　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

渦
潮
の
蒼
あ
お
き

き
奈
落
を
覗
き
け
り　
　
　
　
　

淵
脇
　
　
護

能
面
は
瞳
を
も
た
ず
春
の
雨　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

ほ
ど
遠
き
立
山
連
山
雪
の
果　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

雛ひ
な

納
め
花
嫁
姿
重
ね
つ
つ　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

春
雨
や
古
墳
の
島
は
覚
め
や
ら
ず　
　
　
　

大
堂　

早
苗

卒
業
子
瞳
遠
く
を
見
つ
め
け
り　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

　天気の話題を中止に、行事や衣・
食に関する「暮しの知恵」が詰まっ
た本です。

朝
つ
め
る
だ
け
！
３
分
弁
当

小
林  

ま
さ
み  

著

　毎日のお弁当づくりは大変ですね。
メインおかずのつくり方や、リメイ
クの仕方、忙しい朝に、短時間でつ
くれるアイディア料理満載です。

地
の
糧か

て

を
吸
ひ
て
育
ち
し
早さ

わ
ら
び蕨

の
春
の
陽
に
出
づ
綿
毛
纏ま

と

ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

漁
火
の
船
騒
が
し
き
夜
の
明
け
は
薄
靄も
や

け
ぶ
り
人
動
く
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

吹
き
渡
る
風
に
軋き
し

み
て
竹
山
が
呼
び
合
ふ
ご
と
き
擦
る
音

聞
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

雨
つ
づ
き
曇
つ
づ
き
の
日
の
晴
れ
て
楠
の
若
葉
は
光
り
て

そ
よ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

名
残
雪
止
み
て
眩
し
く
日
は
差
せ
ど
心
晴
れ
ね
ば
身
の
置

き
場
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

息こ
子
の
庭
に
潮
の
匂
ひ
の
上
り
く
る
深
き
入
江
を
真
向
か

ひ
に
見
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

夕
迫
る
集
落
に
轟
く
救
急
車
闇
の
向
こ
う
の
家
並
見
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

老
二
人
共
に
入
院
し
わ
れ
癒
え
て
夫
は
そ
の
ま
ま
還
ら
ざ

り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

金こ
ん
じ
き色
の
眼
見
開
き
わ
れ
を
見
る
日ひ

な
た向
に
す
わ
る
猫
何
を
乞

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

わ
が
前
の
田
畦
に
土つ
く
し筆

群
が
り
て
小
さ
き
冬
の
木
立
な
し

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

老
ひ
て
猶な
ほ

歩
く
姿
の
美
し
き
人
見
て
我
も
背
筋
伸
ば
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

老
兄
姉
電
話
の
話
は
健
康
の
こ
と
の
み
尽
き
る
吾あ

も
七
十

五
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

幾い
く
た
び度

も
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
島
目
の
前
の
甑
霞
み
て
見

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

西
空
を
さ
へ
ぎ
る
雲
の
間
は
ざ
ま

よ
り
茜
は
じ
け
て
灘
の
輝
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

俳
句

爛
漫
に
居こ

じ士
も
大だ

い
し姉
も
花
見
か
な　
　
　
　

笹
元　

政
美

葉
桜
に
包
ま
れ
寺
へ
女
坂　
　
　
　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

何
事
も
成
せ
ば
出
来
る
よ
我
れ
事
よ
辛
抱
力
成
す
事
な
り

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

春
め
ぐ
り
新
し
き
花
芽
福
寿
草
光
を
あ
び
て
ま
ぶ
し
く
さ

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

笑
い
声
聞
こ
え
ほ
っ
と
す
る
病
棟
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
鶏

肉
食
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
方
　
正
喜

　

桜
が
咲
き
誇
る
春
の
訪
れ
と
と

も
に
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
二
人

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
町
か

ら
お
祝
い
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
は
、
桃
源
郷
に
入

所
さ
れ
て
い
る
茅
屋
出
身
の
平
下

キ
ク
ヨ
さ
ん
が
、
４
月
５
日
に

は
、
あ
か
ね
園
に
入
所
さ
れ
て
い

る
母
良
木
出
身
の
中
村
チ
ヨ
さ
ん

が
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
日
に
は
両
施

設
で
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
入
所
者

や
職
員
ら
が
祝
福
す
る
中
、
川
添

町
長
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
川
添
町
長

が
「
こ
れ
ま
で
長
島
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
お
元
気
で
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
、
二
人
は
笑
顔
で
こ
た
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

二
人
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
で
、
本
町
在
住
の
１
０
０

歳
以
上
の
人
は
７
人
と
な
り
ま
し

た
。

平下さん 中村さん 100 歳おめでとう
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自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

　

今
年
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
月
）
で
す
。
５
月
上
旬
に
納
税

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
鹿
児
島
県
の
自
動
車
税
は
金
融

　

機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ
イ

　

ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、
ご
自
宅
の

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、

　

Ｙ
ａ
ｈ
０
０
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
公

　

金
支
払
い
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

　

ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

　

の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

　

ま
し
た
。

　

※
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ

　

ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ

○
災
害
に
よ
っ
て
自
動
車
に
損
害

　

を
受
け
た
場
合
や
、
一
定
の
要

　

件
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
、

　

精
神
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害

　

者
の
た
め
に
自
動
車
を
利
用
さ

　

れ
る
場
合
は
、
自
動
車
税
を
減

　

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
５
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

　

知
書
が
手
元
に
届
か
な
い
場
合

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

高
齢
者
学
級
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落
の

老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
標
に
高

齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

は
指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程

　

度
○
開
設
期
間

　

５
月
～
翌
年
２
月

○
条
件

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を
確

　

保
で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

　

き
る
こ
と

○
申
込
締
切

　

平
成
22
年
４
月
末

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３

生
涯
学
習
学
級
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的
に

企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習
学

級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
、
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

　

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

５
月
～
翌
年
２
月

○
条
件

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

　

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体

　

の
育
成
の
場
合
、
青
少
年
を
対

　

象
と
す
る
団
体
で
も
可

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

　

間
と
す
る
。
但
し
、
内
容
に
よ

　

り
特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
す

　

る
・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

　

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出

　

席
で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

　

き
る
こ
と

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が
あ

　

る
こ
と

○
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
や
申
請

　

内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の
よ

　

う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

　

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

①
活
動
・
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

　

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性

　

が
低
い
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

　

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が

　

低
い
場
合
。
町
か
ら
の
助
成
金

　

を
も
っ
ぱ
ら
飲
食
に
当
て
て
い

　

る
場
合

③
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

④
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

　

低
い
場
合

⑤
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

　

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と

　

認
め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切

　

平
成
22
年
４
月
末
頃

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会

　

県
で
は
、
遊
漁
船
業
務
主
任
者

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

遊
漁
船
に
乗
務
し
て
利
用
者
の

安
全
の
確
保
、
漁
場
の
選
定
な
ど

定
め
ら
れ
た
業
務
を
行
う
た
め

に
、
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
で
遊
漁
船
業
務
主
任
者
の

選
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

遊
漁
船
業
務
主
任
者
と
し
て
乗

船
す
る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
受
講

さ
れ
た
講
習
の
修
了
証
明
書
の
交

付
期
日
が
、
平
成
17
年
１
月
２
日

か
ら
平
成
18
年
１
月
１
日
の
人

は
、
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に

再
度
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

○
開
催
日
・
場
所
・
定
員

・
５
月
11
日
（
火
）

　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

30
人

・
８
月
20
日
（
金
）

　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

30
人

・
12
月
３
日
（
金
）

　

県
庁
会
議
室

　

20
人

○
時
間

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

○
講
習
内
容

　

遊
漁
船
の
適
正
化
に
関
す
る
法

　

律
の
趣
旨
、
遊
漁
船
業
務
主
任

　

者
の
職
務
等
、
遊
漁
船
業
の
安

　

全
操
業
に
つ
い
て
、
漁
場
の
利

　

用
に
つ
い
て

○
申
し
込
み
方
法

　

講
習
会
開
催
日
の
７
日
前
ま
で

　

に
、
受
講
手
数
料
（
県
収
入
証

　

紙
６
千
円
分
）
を
添
付
し
た
受

　

講
申
込
書
を
県
庁
水
産
振
興
課

　

へ
提
出

○
テ
キ
ス
ト

　

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会
テ

　

キ
ス
ト
（
社
団
法
人
全
国
遊
漁

　

船
業
協
会
）
を
個
別
に
購
入
。

　

講
習
会
当
日
、
テ
キ
ス
ト
が
な

　

い
場
合
は
受
講
不
可

○
他
の
講
習
会

　

県
主
催
の
ほ
か
、
鹿
児
島
海
技

　

免
許
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講

　

習
会
が
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン

　

タ
ー
〈
☎
０
９
９
（
２
２
４
）

　

６
１
８
０
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
林
務
水
産
部
水
産
振
興
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
４
３
９

循
環
型
社
会
の

形
成
を
目
指
し
て

　

産
業
廃
棄
物
税
は
、
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
て
、
産
業
廃

棄
物
の
な
お
一
層
の
排
出
抑
制
や

減
量
化
、
再
生
利
用
な
ど
を
促
進

す
る
た
め
の
税
で
す
。

○
税
の
概
要

　

産
業
廃
棄
物
を
排
出
さ
れ
る
事

　

業
者
は
、
最
終
処
分
場
や
焼
却

　

施
設
に
搬
入
さ
れ
る
産
業
廃
棄

　

物
に
つ
い
て
、
処
理
料
金
の
ほ

　

か
に
産
業
廃
棄
物
税
を
最
終
処

　

分
業
者
ま
た
は
焼
却
処
理
業
者

　

に
別
途
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。

・
最
終
処
分
場
に
搬
入
す
る
場
合

　

１
、０
０
０
円
／
ｔ

・
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
場
合  

　

８
０
０
円
／
ｔ

○
焼
却
以
外
の
中
間
処
理
を
経
て

　

最
終
処
分
場
ま
た
は
焼
却
施
設

　

に
搬
入
さ
れ
る
場
合
は
、
中
間

　

処
理
業
者
が
納
税
義
務
者
と
な

　

り
、
税
を
負
担
す
る
中
間
処
理

　

業
者
は
処
理
料
金
に
税
相
当
分

　

を
上
乗
せ
し
て
、
排
出
事
業
者

　

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。

○
自
ら
最
終
処
分
や
焼
却
処
理
を

　

す
る
場
合
は
、
直
接
、
県
に
申

　

告
納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
税
収
の
使
い
道　

・
産
業
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
設
備

　

等
の
導
入
助
成

・
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
研
究
開
発

・
事
業
化
の
支
援

・
不
法
投
棄
対
策
の
強
化

・
公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物

　

最
終
処
分
場
の
整
備
推
進

・
適
正
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

　

い
て
の
普
及
啓
発　

な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
税
額
や
納
税
方
法
に
つ
い
て
は

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
０
２

・
税
収
の
使
い
道
に
つ
い
て
は

　

県
庁
廃
棄
物･

リ
サ
イ
ク
ル
対

　

策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
９
４
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わいい遊戯に笑顔広がるか 指江保育園が老人ホームを慰問

島桜 20 本を寄贈大 NPO 法人 HOW  to  21  Club

　指江保育園の園児が３月 10 日、特別養護老人
ホームあかね園と養護老人ホーム長生園のおじい
ちゃん、おばあちゃんを慰問しました。
　長生園では、４歳児 17 人、５歳児 11 人の計
28 人がグループに分かれて「いさみ太鼓でひと
おどり」や「燃えろ炎の三四郎」などのお遊戯を
披露。おじいちゃん、おばあちゃんは音楽にあわ
せて手拍子を送り、会場にはたくさんの笑顔が広
がりました。かわいい園児の衣装や元気な姿を見
たおじいちゃん、おばあちゃんは、楽しい一日と
なったようです。

　３月５日、出水市に拠点を置く NPO 法人 HOW  
to  21  Club から本町へ桜の苗が寄贈されました。
　同法人は、主にエコや景観形成の活動を展開し
ていて、その一環で町内の天ぷら油を回収して再
利用しています。今回はその活動への協力に対す
るお礼と、本町が取り組む「ぐるっとフラワーロ
ード事業」に共感されて苗を寄贈されたものです。
　同日は、同法人の吉井秀之主宰から川添町長に
オオシマザクラ 20 本が贈られ、黒之瀬戸大橋公
園内のうずしおパークに植栽されました。

↓カラフルな衣装に包まれ、元気に踊る園児たち

↑吉井主宰（中央）と町長が桜を植栽

要性を広くアピール必 ３県架橋構想推進講演会

↑３県の関係者が
一堂に会して開か
れた講演会

←３県架橋の実現
への願いをテーマ
に児玉さんが描い
た作品

　「島原・天草・長島架橋構想及び九州
西岸軸構想推進講演会」が３月 13 日、
長崎県の島原温泉九十九ホテルで開催さ
れました。
　大会には、鹿児島、熊本、長崎３県の
３県架橋関係機関・団体、地元住民ら約
250 人が出席し、構想の意義・効果など
を考え、あわせて必要性について広くア
ピールすることを目的として、意見発表
や基調講演などが行われました。
　島原・天草・長島架橋構想、いわゆる
３県架橋の実現への願いをテーマに実施
された絵画コンテストの表彰式もあり、
応募総数 522 点の中から最優秀賞に選
ばれた汐見小の児玉あかりさん（６年＝
当時）が表彰されました。

迫さんが全国表彰に輝く
子ども会育成会活動に功績大

　犬鹿倉の大迫政喜さんが２月 19 日、長崎県で
開催された全国子ども会育成中央会議・研究大会
で全国子ども会から表彰されました。
　大迫さんは、長島町子ども会育成連絡協議会長
を平成 5 年から 15 年、出水地区子ども会育成連
絡協議会長、鹿児島県子ども会育成連絡協議会理
事を平成 14 年から現在まで歴任され、子ども会
の発展に尽力されています。
　このたび、その長年の功績が認められ全国表彰
となりました。夫人の由紀子さんにも、長年にわ
たり子ども会活動を理解し、子ども会活動に尽力
する夫を支えてこられたとして感謝状が贈呈され
ました。
　表彰状を手にした大迫さんは「皆さんのご協力
のおかげです。今後も微力ながらお手伝いしてい
きたいです」と喜びを語っていました。↑全国子ども会から表彰された大迫さん↑練習試合で激突した蔵之元と鷹巣ソフトボールスポーツ少年団

習試合で上位目指す
県ちびっこソフトボール大会

　第 36 回鹿児島県ちびっこソフトボール
大会に出場し、大会２日目に駒を進めた蔵
之元と鷹巣ソフトボールスポーツ少年団が
上位を目指し３月 11 日に鷹巣運動場で練
習試合を行いました。
　同大会の試合は７日、14 日、21 日と日
曜日ごとに実施されるため、２日目の 14
日を前に両少年団が激突しました。試合は
延長戦にまでもつれる展開となり、選手た
ちは緊迫した雰囲気の試合を経験し、大会
に挑みました。
　大会では、両少年団とも２日目に惜しく
も敗退してしまいましたが、このように町
内の少年団が切磋琢磨していくことで、子
どもたちは大きく成長してくれることで
しょう。

練
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本さんが地域安全に貢献杉 阿久根警察署へグッズ寄贈

生にきれいな花咲かせて
町内の小中学校で卒業式

料理で食わず嫌い克服鯛 養殖業者招き体験教室

　３月１日、小浜の杉本健勇さんが阿久根警察署
の署長室を訪れ、交通安全や防犯を呼びかけるグ
ッズを寄贈されました。
　贈られたのは、交通安全啓発用のぼり旗 400
枚、同ポール
100 本と防犯
用横断幕、同
のぼり旗など
です。
　寄贈された
グッズは、全
国交通安全運
動や防犯運動
の啓発用とし
て、管内の駐
在所や学校付
近、主要道路
などに設置さ
れ役立ってい
ます。

　町内の中学校で３月 16 日、小学校で 24 日、
卒業式が行われました。今年卒業した中学生
140 人、小学生 108 人は、保護者や教職員、
地域住民らに温かく見守られ、学び舎を後に
しました。
　長島中学校は男子 20 人、女子 21 人の計
41 人が卒業。根木原俊明校長から卒業生一
人ひとりに卒業証書が手渡され、「これから
の人生、皆さん一人ひとりがきれいな花を咲
かせて」と激励の言葉が贈られました。卒業
生を代表して宮内優成君が「みんながいたか
ら辛いことを乗り越えてこれた。未来のため
に別々の道へ進もう」と別れのあいさつをし
て巣立っていきました。
　保護者席は目がしらを押さえる人でいっぱ
いになり、生徒たちも涙を流して友人や恩師
との別れを惜しんでいました。

　幣串小学校は３月４日 、東町漁協鯛部会の９
人を講師に招いて料理体験教室を開きました。
　下級生は鯛の刺身を、上級生は鯛のうろこ取り
から３枚おろしを講師の介添えのもと体験し、鯛
の刺身、鯛ごはん、チョモランマ、鯛こくの４品
をつくり上げました。多くの児童が鯛をさばくの
は初めてでしたが、包丁さばきにもすぐに慣れ、
きれいに仕上げることができました。
　５年（当時）の浦田優奈さんは「今まで魚は食
わず嫌いでしたが、食べてみたらおいしかった」
とうれしそうに語りました。

↑学校長から卒業生へ卒業証書が贈られる

↓講師が見守り上手に鯛をさばく児童

人

どもの笑顔を消さない子 幼年消防フェスティバル

↑消火器の操作を
体験する園児

←日ごろから身体
を鍛えている消防
士と綱引きで勝負

　３月６日、長島町総合町民体育館で幼
年消防フェスティバルが開催されまし
た。
　当日は、町内の５つの保育園と１つの
幼稚園から 125 人の園児たちが参加し、
消防士との綱引きや消火器体験、救助機
材の見学などを楽しみました。
　このフェスティバルは、地域と消防の
交流促進・防火意識の高揚を図るため阿
久根地区消防組合が主催しました。会場
を訪れた多くの子どもたちの笑顔が、災
害によって消されることのないよう防火
意識が向上し、火災ゼロの町となってほ
しいとの願いが込められています。
　会場内を元気に駆け回っていた平尾保
育園の中川弥哉斗君（６）は「消防士が
かっこいい。綱引きがおもしろかった」
と喜んでいました。

学校２校で新入生一人
小中学校で一斉に入学式小

　４月６日、町内 11 の小学校、６つの中学
校で一斉に入学式が行われ、合わせて 210
人の新１年生が新しい学校生活をスタートし
ました。
　今年は獅子島小学校と伊唐小学校が一人だ
けの入学式となりました。伊唐小学校では、
新入生の杉山宗一郎君が在校生の出迎えを受
け、元気に入場。山川哲郎校長と「自分のこ
とは自分でする」「大きな声であいさつする」

「最後まであきらめない」の３つの約束を交
わしました。
　教育委員会や町、ＰＴＡからお祝いの言葉
が贈られると、杉山君は元気に「はい」と応
答していました。
　杉山君は、担任の鴨川律子先生と２人で初
めての学校生活を歩んでいくことになりま
す。↑担任の先生と一緒に入場する杉山君
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（　）内は前月比

11,666(  -68)
  5,610(  -29)
  6,056(  -39)
  4,379(  -20)

平成 22 年 3 月 31 日現在

南
九
州
景
観
整
備
大
賞

奨
励
賞
受
賞

　

南
九
州
観
光
調
査
開
発
委
員
会
が
第

２
回
南
九
州
景
観
整
備
大
賞
を
発
表

し
、「
長
島
町
の
み
な
さ
ん
」
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
３
月
17
日
に
福

岡
市
の
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
町
の
景
観
担
当
者
に
賞
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
九
州
景
観
整
備
大
賞
は
、
南
九
州

の
観
光
の
活
性
化
を
図
る
た
め
南
九
州

観
光
調
査
開
発
委
員
会
が
企
画
し
、
熊

本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
３
県
の
中
か
ら
景

観
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
表

彰
し
、
新
た
な
観
光
素
材
の
発
掘
と
振

興
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

　

本
町
は
、
町
内
を
１
周
す
る
国
・
県

道
約
40
キ
ロ
を
石
積
み
花
壇
と
花
で
囲

う
「
長
島
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
を
展
開
中
で
、
住
民
と
行

政
が
連
携
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
沿
道

の
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
住

民
全
員
参
加
で
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
を
上
げ
て
自
然
景
観
の
維
持
・

保
全
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
今
回
の
受
賞
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
で
長
島
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
励
み

と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

▽
春
が
訪
れ
、
風
物
詩
と
な
っ
た

「
春
バ
レ
イ
シ
ョ
の
収
穫
」
と
「
モ

ジ
ャ
コ
漁
」
で
町
内
は
活
気
づ
き
ま

す
。
元
気
な
長
島
を
、
こ
れ
か
ら
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。（
濱
口
）
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こ
の
春
、
山
門
野
で
意
外
な
と
こ
ろ

に
根
を
張
り
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
た

「
ど
根
性
桜
」
が
近
所
の
住
民
を
驚
か

せ
ま
し
た
。

　

町
道
山
門
野
汐
見
線
沿
い
に
は
、
今

年
も
一
風
変
わ
っ
た
「
ど
根
性
桜
」
が

大
き
な
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
こ
の
「
ど
根
性
桜
」
は
、
セ
ン

ダ
ン
の
木
に
根
を
張
り
大
き
く
成
長
し

て
い
る
た
め
、
毎
年
道
行
く
町
民
の
目

を
釘
付
け
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
さ
は
５
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
す

が
、
樹
齢
は
不
明
。
近
所
に
住
む
段
下

繁
利
さ
ん
は
「
昭
和
40
年
ご
ろ
引
越
し

て
き
た
と
き
セ
ン
ダ
ン
は
あ
っ
た
が
桜

は
な
か
っ
た
。
10
年
ほ
ど
前
に
気
づ
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
桜
は
年
々
大
き
く
な
り
、
花
の

数
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
段

下
さ
ん
は
「
毎
年
こ
の
桜
を
眺
め
る
の

が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
桜
の
成

長
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

一
風
変
わ
っ
た
「
ど
根
性
桜
」

センダンの木に根を張る桜。一番太い根は大地へと伸びている
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○平尾診療所 88-2595
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800

○こどもクリニック永松 64-1500

○有村産婦人科・内科 73-4180
○久木田歯科医院 73-0470
□こがね薬局 64-1132
□かしま薬局 63-3970
□さかえまち薬局 72-0978
■こどもクリニック永松 64-1500

　　　憲法記念日

○飯尾医院 88-5040
○よう皮ふ科医院 63-1112
○東医院 67-1861
○上園医院 73-1055
○久木田歯科医院 73-0470
□あすか薬局 63-7322
□あじさい薬局 67-2055
□本町薬局 73-3233
■こどもクリニック永松 64-1500

　　　みどりの日

○鷹巣診療所 86-0054
○奥田蘇明会医院 82-3998
○つかさとクリニック 67-5560
○内山病院 73-1551
○白男川歯科医院 63-0009
□いまがま調剤薬局 65-7550
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
■出水総合医療センター 67-1611

　　　こどもの日

○長島クリニック 88-6405
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○吉井医院 67-1111
○鶴見医院 73-0553
○白男川歯科医院 63-0009
□クレイン調剤薬局 63-4300
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
■出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

●上園医院 73-1055

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

■こどもクリニック永松 64-1500

○平尾診療所 88-2595
○高尾野医療センター 82-0017
○市川医院 63-3151
○喜多医院 72-0038
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○よしだ歯科クリニック 63-1555

□高尾野会営薬局 64-2110
□第二緑調剤薬局 63-1177
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215
■キッズクリニック 63-7707

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎子宮がん検診
◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○楠元内科医院 62-8600
○中村医院 67-1033
○しみずこども医院 68-0633
○水野歯科医院 82-0064
□ポポロ薬局 63-4630
□すくすく薬局 72-5010
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●脇本病院 75-2121

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331 ■キッズクリニック 63-7707

○鷹巣診療所 86-0054
○クリニック . なかむら 62-0241

○吉井中央病院 62-3111
○いまむらクリニック 73-1700
○太田歯科クリニック 84-4700
□ふれあい薬局 63-3070
□マリン薬局 63-6678
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
■キッズクリニック 63-7707

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●内山病院 73-1551

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

 

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎ポリオ
（保健福祉センター）

（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野） ■こどもクリニック永松 64-1500

○長島クリニック 88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○来仙医院 84-2005
○門松医院 64-6100
○塩山歯科医院 62-2634
□会営薬局 64-8280
□中央薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
■こどもクリニック永松 64-1500

◎肺・大腸がん検診
◎ＭＲ

（保健福祉センター）
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎子宮がん検診
◎シェイプアップ教室

（保健福祉センター）
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

■キッズクリニック 63-7707

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は、「日本国憲法の施行を記念し、
国の成長を期する」ことを趣旨としています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は、「こどもの人格を重んじ、こ
どもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」
ことを趣旨としています。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は、「自然にしたしむとともにそ
の恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを
趣旨としています。




